
李
賀
の
詩
に
お
け
る

中
唐
の
詩
人
で
あ
る
李
賀
(
七
九

0
1
八
二
ハ
)
「
沼
罷
、
張
大
徹
索
贈
詩
、
時
張
初
効
瀦
幕
J

(
呉
企
明
司
李
長
吉
歌
詩
編
年

筆
注
』
中
華
官
官
局
、
二

O
二
一
、
五
六

O
頁
、
全
一
二
句
。
以
下
『
築
注
』
)
は
、
元
和
八
年
(
八
二
二
)
七
月
、
李
賀
が
瀦
州
(
山

西
省
褒
泊
一
県
北
)
に
お
い
て
、
張
徹
(
七
七
五

i
八
一
一
一
)
と
会
見
し
た
と
き
の
作
で
あ
る
。
張
徹
が
滋
州
の
幕
府
に
任
官
し
た
折
の

宴
席
で
、
彼
に
求
め
ら
れ
て
制
作
さ
れ
た
。
張
徹
は
、
韓
愈
(
七
六
八

i
八
二
回
)
の
門
弟
の
一
人
で
、
姻
戚
関
係
に
も
あ
っ
た
人
物

で
あ
る
。
李
賀
は
、
冒
頭
か
ら
第
八
句
に
か
け
て
張
徹
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
。

長
慈
の
張
郎

は
じ
め
に

ー
長
嶺
張
郎
三
十
八

2
天
遺
裁
詩
花
作
骨

3
往
還
誰
是
竜
頭
人

4
公
主
遣
素
魚
駁
鋼
所
勿

5
水
行
青
草
上
自
杉

6
匝
中
章
奏
密
如
蚕

7
金
門
石
関
知
卿
有

8
芳
角
鶏
香
早
晩
合

「
花
作
骨
」

の
批
評
効
果
と
そ
の
淵
源

小
田

健
太

の

三
十
八

天

詩
を
裁
し
て
花
に
し
て
骨
を
作
さ
し
む

往
還

魚誰

勇三か
の是
白須れ
杉を竜
に棄と頭

上らの
り、し人
むな
る

公
主
水
行
の
青
草

陸
中
の
章
奏

密
な
る
こ
と
蚕
の
如
し

~ち金
角~. ~号

卿
の
有
な
る
を
知
り

石
間

鶏
香

早
晩
含
む

李
賀
の
詩
に
お
け
る
「
花
作
骨
」
の
批
評
効
果
と
そ
の
淵
源
(
小
田
)

一
頁



筑
波
中
国
文
化
論
叢

第
三
十
六
号

。
七

二
真

や
が
て
身
に
つ
け
る
で
あ
ろ
う
制
服
な
ど
を
詠
じ
つ
つ
、
官
界
に
お
け
る
張
徹
の
活
躍
を
想
像
に
よ
っ
て
描
写
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
下
三
字
の
よ
う
に
「
花
」
と
「
骨
」
を
取
り
合
わ
せ
て
詩
歌
評
と
す

そ
れ
自
体
李
賀
の
特
徴
的
な
措
辞
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
、
が
え

張
徹
の
詩
才
を
称
え
た
第
二
句
に
着
目
し
た
い
す

る
例
は
、
唐
詩
全
体
を
対
象
と
し
て
も
類
例
を
検
出
し
に
く
く
、

λν

。
え
て
「
花
」

と
「
骨
」
、

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に
一
般
化
し
た
上
で
李
賀
の
他
の
用
例
を
検
-
註
し
、
そ
れ
に
加

あ
る
い
は
そ
れ
に
準
じ
る
文
字
を
取
り
合
わ
せ
た
記
述
に
自
を
配
る
こ
と
で
、
「
花
一
作
骨
」
と
い
う
表
現
を
分

こ
う
し
た
措
辞
が
成
立
し
た
背
景
に
は
い
か
な
る
表
現
上
の
淵
源
と
李
賀
の
認
識
の
過
程
が
あ
っ
た
の
か
、
と
い

以
-F 

本
稿
で
は
、

「
花
作
骨
」

を

「

A
作

B
」

析
す
る
。

さ
ら
に
、

う
点
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
て
い
く
。

先
行
研
究
の
整
理

天
賦
一
麗
才

天
賦
の
一
麗
才
な
り
ご
と
注
を
2

付
し

一
歩
踏
み
込
ん
で
三
字
が
具
体
的
に
い
か
な
る
内
実

悶
じ
く
明
の
葦
懲
策
が
、
「
花
作
骨
、
猶
錦
心
繍

分
析
的
な
段
階
に
至
っ
て
い
る
と
は
見
な
し
難

「
↑
じ
乍
γ
忌司
4

一

-

4
イ
B
I
T
t
A
F
f
」

の
一
二
字
に
つ
い
て
、

古
く
は
明
・
曽
益
が

「
花
作
骨
、

(
花
作
骨
は
、

て
お
り
、

上
回
字
と
の
整
合
性
か
ら
し
て
妥
当
な
解
釈
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、

説
明
が
不
足
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

を
含
ん
で
い
る
か
に
つ
い
て
は
、

腸
之
謂
(
花
作
骨
は
、

猶
錦
心
線
腸
の
請
の
ご
と
し
ご

と
述
べ
て
い
る
の
も
ま
た
、

し、一一一
、._/

「
詩
一
筆
華
美
市
又
有
深
刻
的
内
容
」

と
注
し
て
い
る
。

例
え
ば
王
友
勝
・
李
徳
輝
『
李
賀
集
』
(
岳
麓
一
室
田
社
、

こ
れ
を
敷
街
し
て
い
え
ば
、

二

O
O

一
方
、

近
年
の
注
釈
書
は
よ
り
具
体
的
な
記
述
を
含
ん
で
い
る
D

斗
品
、

(
一
四

O
頁
)

「
花
作
骨
」

の

「花
一」
と



は
詩
の
表
面
的
な
華
や
か
さ
、

「ロ(汚」

と
は
詩
の
奥
深
い
内
容
を
そ
れ
ぞ
れ
指
し
て
お
り
、

張
徹
の
詩
に
は
両
方
の
要
素
が
同
時
に
体

現
さ
れ
て
い
る
と
李
賀
が
認
識
し
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

「

A
作

B
」

フ
レ
ー
ズ
は
、

一
般
的
に
は

「A、が

B
に
な
る
」
、

「
A
を

B
に
す
る
」

と
い
っ
た
意
味
に
な
る
が
、

「
A
に
し
て
な
お
か
つ
B
」

と
い
う
解
釈
を
提
示
し
た
点
で
意
義
深
い
。

三
六

O
頁
)

『
李
賀
集
』
と
は
や
や
異
な
る
解
釈
を
提
示
す
る
も
の
も
あ
る
。
徐
伝
武
『
李
賀
詩
集
訳
注
』
(
山
東
教
育
出
版
社
、

「
称
誉
張
詩
華
美
」
と
語
釈
を
付
し
た
上
で
、
第
二
句
を
、
「
作
詩
似
有
天
棺
助
、
詩
骨
濃
艶
噴
寡
芳
」

「
『
花
作
骨
』
、
是
称
誉
他
詩
的
華
麗
、

に
重
点
を
置
い
た
解
釈

一
九
九
二
)

l土

「
花
作
骨
」

に
つ
い
て

一
六
頁
)

と
訳
し
て
お
り
、
葉
葱
奇
『
李
賀
詩
集
』
(
人
民
文
学
出
版
社
、

と
述
べ
て
い
る
の
な
ど
も
含
め
て
、

一
九
五
九
)
が

こ
れ
ら
は
詩
の
華
美
な
側
面
、

す
な
わ
ち

「花」

と
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
の
主
な
注
釈
書
は
、

以
下
の
よ
う
な
訳
語
を
付
し
て
い
る
。

。
「
天
は
地
上
に
詩
を
創
造
さ
せ
よ
う
と
し
、

花
や
か
な
才
能
が
君
の
精
神
と
な
っ
て
出
現
し
た
」

(
荒
井
健
司
李
賀
』
一
岩
波
書

j苫

一
九
五
九
、

八
三
頁
)

。
「
彼
が
詩
を
作
る
と
吟
骨
か
ら
花
が
咲
き
だ
し
た
か
と
お
も
わ
れ
る
が
、

そ
れ
は
天
が
そ
う
さ
せ
た
の
だ
」

(
鈴
木
虎
雄
『
李

長

歌
詩
集
上
』
岩
波
文
庫
、

九
六
一
、

二

O
六
頁
)

。
「
詩
を
作
れ
ば
、

骨
ま
で
花
が
咲
い
て
い
る
よ
う
な
才
能
を
天
が
与
え
て
く
れ
た
」

(
斉
藤
絢
芸
子
賀
』
集
英
社
、

一
九
六
七
、

五
頁

。
「
天
は

詩
を
作
ら
せ
よ
う
と

君
の
吟
骨
に
花
咲
か
せ
た
」

(
原
田
憲
雄
『
李
賀
歌
詩
編
一

蘇
小
小
の
歌
』
東
洋
文
庫
、

九
九
八

四

O
四
頁
)

荒
井
氏
が

「花」

を

「
花
や
か
な
才
能
」
、

「
同
〔
同
」

を

「
君
の
精
神
」

に
敷
桁
し
つ
つ
一
訳
出
し
て
い
る
他
は
、

「
吟
骨
(
あ
る
い
は
単

李
賀
の
詩
に
お
け
る
「
花
作
骨
」
の
批
評
効
果
と
そ
の
淵
源
(
小
田
)

ニ
頁
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四
一
員

て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

四
氏
と
も
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、

い
ず
れ
も
「
花
作
骨
」
ま
た
、
斉
藤
・
原
田
両
氏
が
鈴
木
氏
を
承
け

の
う
ち
の
「
花
一
に
重
点
を
置
い
た
解
釈

と
い
う
訳
語
や
、
斉
藤
氏
の

「
骨
ま
で

「
骨
」
)
」

「
花
」
が
咲
い
た
、

と
い
う
よ
う
に
原
語
を
用
い
た
形
と
な
っ
て
い
る
。

と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
鈴
木
氏
の

「
吟
骨
か
ら
花
が
咲
き
だ
し
た
か
と
お
も
わ
れ
る
」

花
、
が
咲
い
て
い
る
よ
う
な
」

と
い
う
部
分
が
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
、

「
骨
」
を
一
基
盤
と
し
つ
つ
も
、
天
の

の
要
素
が
付
け
加
わ
っ
た
と
い
う
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
、
李
賀
が
張
徹
の
詩
才
を
評
価
し
た
も
の
と

諸
氏
は
、

詩
人
と
し
て
の

カ
を
助
け
と
し
て
そ
こ
に

「花」

理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
解
釈
は
果
た
し
て
妥
当
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

「

A
作

B
」

フ
レ

i
ズ
に
つ
い
て

李
賀
は
当
該
詩
以
外
に
も

「

A
作

B
」

の
フ
レ
ー
ズ
を
用
い
て
い
る
。

当
該
詩
に
お
い
て
李
賀
は
、

「
骨
」
と
い
う
、
結

A
と

3
が
連
想
可
能
な
形
態
的
類
似
性
を
持
つ

「花」

と

び
つ
き
が
希
薄
な
二
物
を

A
と

B
に
当
て
は
め
て
い
る
わ
け
だ
が
、

こ
こ
で
は
ま
ず
、

て
い
た
り
、

同
一
単
位
中
の
大
小
二
項
目
で
あ
っ
た
り
す
る
例
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

冗
和
四
年
(
八

O
九
)

の
作
で
あ
る

「
高
軒
過
」

(
『
築
注
』
八
七
頁
、

全
一
回
匂
)

は
、
李
賀
の
才
能
を
聞
き
つ
け
て
来
訪
し
た
韓

愈
と
皇
甫
淀
の
求
め
に
応
じ
て
詠
じ
ら
れ
た
。

日
鹿
眉
室
田
客
感
秋
蓬

鹿
眉
の
書
客

秋
蓬
に
感
じ

ロ
誰
知
死
草
生
華
風

誰
か
知
る

死
草
の
華
風
に
生
ず
る
を

14 13 
他我
日今
不垂
差麹
蛇、|府
作、冥

竜、 ?~!5

我

メ〉、
つ

趨
を
垂
れ
て
冥
鴻
に
附
す
る
と
も

他

B
蛇
の
竜
と
作
る
に
差
じ
ざ
ら
ん



「
鹿
眉
の
書
客
」

と
は
李
賀
自
身
を
指
し
て
い
る
。

彼
は
自
分
を
枯
れ
た
草
に
比
擬
す
る
の
だ
が
、
韓
愈
や
皇
甫
淀
の
引
き
立
て
に

二
人
に
つ
き
従
う
こ
と
で
、
蛇
が
竜
に
化
し
て
空
へ
上
昇
す
る
よ
う
に
、
自
分

よ
っ
て
生
気
を
取
り
戻
し
た
と
い
う
。
末
の
二
句
は
、

も
活
路
を
見
出
し
た
い
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り

「
高
軒
過
」

に
お
け
る

「

A
作

B
」

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
、

A
か
ら

B
へ

の
変
化
を
表
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
変
化
と
は
、
す
ぐ
れ
た
も
の
へ
の
肯
定
的
な
進
化
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

A
か
ら

B
へ
の
進
化
と
は
、
換
言
す
れ
ば

A
の
表
面
的
な
形
象
や
そ
こ
に
内
包
さ
れ
て
い
る
性
質
の
、

B
に
お
け
る
拡
張
・
拡
大
ど

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

と
す
る
な
ら
ば
、

「
後
圏
整
井
歌
」

(
『
婆
注
』
五
四
五
頁
、

全
九
句
)

に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
次
の
よ
う
な
詩
句

も

「
高
軒
過
」

の
類
刑
主
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

6
城
頭
日

城
頭
の
日

8 7 
一、長
日、向
作、城

千頭
年、住

一 長
日く
を城
千頭
年に
と向ぉ
作い
さて
ん住
す

9
不
須
流
下
去

流
下
し
去
る
を
須
い
ず

相
手
の
心
変
わ
り
を
心
配
す
る
女
性
の
不
安
を
、
井
戸
の
離
轍
に
託
し
て
詠
じ
た
詩
と
な
っ
て
い
る
。
第
八
句
は
、

も
引
き
伸
ば
さ
ん
こ
と
を
太
陽
に
呼
び
か
け
て
、
今
こ
の
時
を
、
永
遠
に
と
ど
め
よ
う
と
す
る
、
女
性
の
惨
い
願
望
を
表
現
し
て
い
る
の

A
と
い
う
単
位
を

B
へ
と
引
き
伸
ば
す
と
い
う
の
が
、
第
八
匂
か
ら
読
み
取
れ

一
日
を
千
年
に

で
あ
る
D

「

A
作

B
」

フ
レ
ー
ズ
に
郎
し
て
い
え
ば
、

る
フ
レ
ー
ズ
の
表
現
内
容
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
に
見
て
き
た

「
高
軒
過
」

と

「
後
園
撃
井
歌
」

の
二
首
に
共
通
し
て
い
え
る
の
は
、

A
よ
り
も

B
の
方
が
強
大
な
存
在
で
あ
っ

た
り
、

あ
る
い
は
量
的
に
長
大
で
あ
っ
た
り
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

次
に
A
と

B
の
類
縁
性
が
希
薄
な
場
合
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

「
払
舞
歌
辞
」

(
『
婆
注
』
二
一
二
頁
、

全
一
六
句
)

に
は
以
下

李
賀
の
詩
に
お
け
る
「
花
作
骨
」
の
批
評
効
果
と
そ
の
淵
源
(
小
田
)

五
頁
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六
頁

。コ
11 よ
丹う
成に
作、詠
蛇、じ

乗ら
白れ
霧て

る

丹
成
り
て
蛇
と
作
り
白
霧
に
乗
ず

13 12 
従千
蛤年
作、重
土、化

二玉
千井

載土

蛇千
の年
土重
とね
作て
り玉
て井
従ょの
り土
二と
千化
載す

リ
け
呉
堤
緑
草
年
年
在

呉
堤
の
緑
草

年
年
在
り

丹
薬
の
生
成
に
よ
っ
て
人
が
蛇
に
姿
を
変
え
て
も
、

払

舞
歌
辞
」

や
が
て
土
に
変
化
し
て
し
ま
う
の
は
必
定
で
あ
る
こ
と
を
詠
じ
て
い
る
。

A
の
消
失
と
そ
れ
に
代
わ
る

B
の
生
成
と
い
う
、
生
滅
の
対
照
に
焦
点
を
当
て
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
よ
o

「
謝
秀
才
、
有
妾
縞
線
、
改
従
於
人
、
秀
才
引
留
之
不
得
、
後
生
感
憶
、
座
人
製
詩
酬
明
諮
、
賀
復
継
四
普
」
〈
英
一
一
一
一
〉
{
『
鍾
注
同
随

一
九
頁
、
全
八
匂
)
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
謝
秀
才
の
妾
で
あ
っ
た
縞
練
と
い
う
人
物
が
転
嫁
し
、
後
に
~
改
め
て
謝

秀
才
を
慕
わ
し
く
思
い
直
し
た
と
い
う
出
来
事
を
背
景
と
し
た
詩
で
あ
る
口
冒
頭
に
、
「
精
一
房
思
不
禁
、
蜂
子
作
d

若
心
(
調
一
虎
忠
一

い

禁

え

ず

、

蜂

子

こ

れ

は

留

一

虎

の

中

に

い

て

思

い

煩

う

縞

練

を

、

花

一

弁

の

内

部

で

揺

れ

動

「
蜂
子
作
花
心
」
の
匂
は
、
物
理
的
一
な
意
味

の
用
例
は
、

花
心
と
作
る
ご

と
一
一
諒
じ
ら
れ
て
お
り
、

く
蜂
に
擬
え
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

「

A
作

B
」

の
フ
レ
ー
ズ
に
当
て
は
め
て
み
る
と
、

に
お
い
て

A
が

B
の
内
側
に
あ
る
状
態
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
D

続
い
て
、

従
軍
兵
士
を
送
り
出
す
と
い
う
内
容
の

「
摩
多
楼
子
」

(
『
築
注
』
六
一
二
頁
、

全
一
二
匂
)

を
見
て
い
き
た

ー
玉
塞
去
金
人

玉
塞

金
人
を
去
る
こ
と

3 2 
風二
吹万
沙、四
作、千
号、里

一
万
四
千
里

風
吹
き
て
沙
は
招
致
と
作
り

4

一
時
渡
遼
水

一
時
に
遼
水
を
渡
る



第
三
・
四
句
は
、

風
が
狂
っ
た
よ
う
に
吹
い
て
沙
が
雲
の
よ
う
に
上
空
に
舞
い
上
が
り
、

川
向
こ
う
ま
で
流
れ
て
い
っ
た
情
景
を
詠

風
に
巻
き
上
げ
ら
れ
た
沙
の
流
れ
て
い
く
様
子
を
比
喰
的
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「

A
作

じ
て
い
る
。

つ
ま
り
こ
こ
で
の
雲
は
、

B 

フ
レ
ー
ズ
に
還
元
す
る
な
ら
ば
、

A
と
い
う
主
体
の
状
態
を

B
に
よ
っ
て
比
喰
的
に
述
べ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
ま
で
、

本
節
で
は

「

A
作

B
」

フ
レ
ー
ズ
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
李
賀
の
用
例
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。

同
フ
レ
ー
ズ

十
品
、

B
、
が
A
を
包
括
し
た
状
態
を
意
味
し
た
り
、

A
か
ら

B
へ
の
変
化
を
表
し
た
り
し
て
い
る
。

A
よ
り
も

B
の
方
に
数
的
に
多
大
な

も
の
や
形
態
的
に
強
大
な
も
の
が
詠
じ
ら
れ
て
い
た
の
も
、

見
逃
せ
な
い
特
徴
で
あ
る
。

「

A
作

B
」

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
、

B
に
重

点
が
置
か
れ
た
表
現
で
あ
る
と
見
な
せ
る
の
で
あ
る
。

改
め
て
当
該
詩
の

「
花
作
骨
」

に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

「
花
」

と
ー一「

kヨ，
円
」ー

の
聞
に
は
形
態
的
な
類
縁
性
が
な
い
た
め
、

か
と
い
っ
て

例
え
ば

「
高
軒
過
」
、
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
な

A
か
ら

B
へ
の
進
化
を
表
現
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。

「
払
舞
歌
辞
」

の
よ

う
な
生
滅
の
対
照
を
意
味
し
て
い
る
も
の
と
も
い
え
な
い
。

と
す
る
な
ら
ば
、

当
該
詩
の
場
合
、

A
と

B
は
同
時
的
に
認
め
ら
れ
つ
つ
、

し
か
も

A
を
し
の
ぐ
形
で

B
の
要
素
が
顕
著
で
あ
る
よ
う
な
状
態
を
詠
じ
た
も
の
と
解
釈
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
、

「

A
円
」

と
は

「
風
骨
」

の
語
に
代
表
さ
れ
る
詩
文
評
の
用
語
と
し
て
の

「
同
{
月
」

で
あ
ろ
う
か
ら
、

一
匂
全
体
と
し
て
は
、

「
天
は
、
華

や
か
な
上
に
も
、

そ
れ
を
意
義
あ
ら
し
め
る
確
か
な
内
実
の
あ
る
詩
を

(
張
徹
に
)
作
ら
せ
た
」

と
い
っ
た
よ
う
に
-
訳
出
し
て
お
く
の

が
穏
当
で
あ
る
と
い
え
る
。

李
賀
の
詩
に
お
け
る
「
花
作
骨
」
の
批
評
効
果
と
そ
の
淵
源
(
小
田
)

七
頁
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「
花
作
骨
」

の
淵
源

と
こ
ろ
で
、

「花」

と

「ロ(円」

フ
レ
!
ズ
の
特
質
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
を
加
え
て
き
た
。

を
取
り
合
わ
せ
て
い
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
待
経
順
主
編
『
李
賀
詩
歌
賞
析
集
』
(
巴
萄
書
社
、

前
節
で
は
当
該
詩
第
二
句
の
解
釈
に
つ
い
て
、

市
這
「
裁
詩
」

に
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
(
執
筆
は
棟
其
相
)
。

日
疋
由
上
天
調
遣
的
、

又
授
命
子
天
意
、

両
者
一
毛
無
共
同
之
処
、

L

l
、、
l
¥
J

」
l
ノ

s
，j
t
t
/
」

還
要
金
十
「
花
」
来
作
詩
的
「
骨
」
。
試
想
、
「
花
正
是
柔
軟
的
‘
「
骨
」

以
「
花
」
作
為
詩
「
骨
」
的
詩
、
将
会
是
一
種
什
磨
様
的
詩
照
。
然
而
、
詩
人
却
把
大
相
淫

別
出
心
裁
地
臆
造
出
一
種
「
花
作
骨
」
的
形
象
、
与
「
天
遣
」
緊
相
吻
合
。
一
一
逼
里
、
詩
人
把
比
喰
同

奇
特
的
想
象
・
精
巧
的
構
思
・
創
新
的
語
言
、
巧
妙
地
化
合
在
一
起
、
構
成
一
種
全
新
的
意
境
。
(
一

O
四
頁
)

花
は
柔
か
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
反
対
に
骨
は
硬
い
も
の
で
あ
る
た
め
、
両
者
に
共
通
点
は
な
い
が
、
か
け
離
れ
た
性
質
を
持
つ
二

物
を
取
り
合
わ
せ
て
詠
じ
る
の
は
、
そ
れ
こ
そ
天
の
力
で
も
借
り
な
い
こ
と
に
は
な
し
え
な
い
と
い
う
意
味
で
、
「
天
遣
」
と
い
う
言

葉
と
重
な
り
合
う
。
こ
こ
に
は
、
詩
人
の
奇
抜
な
発
想
や
精
巧
な
構
成
、
斬
新
な
語
棄
な
ど
が
津
然
一
一
体
と
な
っ
て
表
れ
て
お
り
、
新

た
な
境
涯
に
至
っ
て
い
る
。
以
上
が
引
用
箇
所
の
大
路
で
あ
る
。

是
剛
硬
的
、

庭
的
同
種
事
物
祉
在
一
起
、

『
李
賀
詩
歌
賞
祈
集
』
は
、

レ
ト
リ
ッ
ク
の
新
奇
さ
に
着
目
し
、

そ
れ
を
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
主
張
自
体
に
は
首

鑑
賞
的
な
位
相
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

肯
で
き
る
が
、

「
↑
じ
伝
「
司
宇
一

一
.
づ
イ

IL--ι
『
『
」

と
い
う
表
現
が
生
成
さ
れ
た
背
景
へ
の
考
察
に
は
及
ん
で
お
ら
ず
、

と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
も
確
か
で
あ
る
。

そ
こ
で
、

「
花
」
と
「
骨
」
や
そ
れ
に
準
ず
る
字
句
が
共
起
し
た
表
現
を
取
り

の
通
時
代
的
な
視
野
か
ら
す
る
修
辞
上
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

本
節
で
は

上
げ
て
当
該
詩
と
比
較
す
る
こ
と
で
、

「
花
作
骨
」



r園、、

一、、./

「花」

と

尾
の
勾
で
あ
る
。

5
木
蘇
青
桐
老

8 7 ぜ6
桃曝石
花、背泉

満湾人水
肌東声
骨、亭発 「

花
」
と

「
同
{
円
」

の
共
起

「

A
R
」

を
一
句
に
構
成
し
た
例
は
、
李
賀
詩
に
も
う
一
例
あ
る
。

「
題
越
生
壁
」

全
八
句
)
の
末

(
『
築
注
』
四
九
四
頁
、

詩
題
に
い
う
越
生
は
、

気
楽
な
退
隠
生
活
を
営
ん
で
い
た
人
物
の
よ
う
だ
。

木

蘇

水青
声桐
発T老
るい

石
泉
背
を
曝
し
て
東
亭
に
臥
し

桃
花

肌
骨
に
満
つ

曽
益
注
に
よ
れ
ば
末
尾
の
二
句
は
、

東
亭
に
お
い
て
背
中
を
楊
に
さ
ら
せ
ば
、

肌
骨
の
調
子
が
よ
く
な
っ
て
照
り
、
桃
花
の
よ
う
に

こ
の
詩
の
場
合
、

紅
色
を
呈
す
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

は
体
全
体
と
い
う
の
に
等
し
い
D

「

品

化

」

と

四
句
)

の
冒
頭
に
、

そ
れ
に
当
た
る
。

首

〈
其
六
〉

「
長
平
箭
頭
歌
」

「花」

「
桃
花
」

「
悶
{
円
」

「
肌
骨
」

と
そ
れ
ぞ
れ
熟
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
口

Jま

Jま

と

「
桃
花
」

は
色
彩
の
比
喰
で
あ
り
、

「
肌
骨
」

「
ロ
(
隠
」

の
二
字
が
二
句
に
分
け
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。
「
馬
詩
二
十
三
首
」

「
飢
臥
骨
査
牙
、
鐸
毛
刺
破
花
(
飢
臥
し
て
骨
は
査
牙
た
り
、
鹿
毛

「
花
」
字
は
罵
の
体
毛
の
模
様
を
示
し
て
い
る
。

(
明
築
注
』
五
八
八
頁
、
全

花
を
刺
破
す
ご
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
が

人
体
と
馬
体
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、

〈主ハムハ〉

こ
の
場
合
の

「
馬
詩
二
十
三

に
お
け
る
ー目白1

，s!-， 
円
」ー

と

「花」

「
題
越
生
壁
」

と
同
様
、
身
体
の
一
部
を
指
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
漆
灰
骨
末
丹
水
沙
、
凄
凄
古
血
生
鋼
花
(
漆
灰

土、

(
『
築
注
』
五
五
五
頁
、

jヘ
ゴニ

六
匂
)

の
曽
頭
の
二
匂
に
も
、

丹
水
沙
、
凄
凄
と
し
て
古
血

と

骨
末

鍋
花
を
生
ず
ご

「花」

「
月
間
口
」

の
二
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
第
一
句
は
、

と
い
う
よ
う
に

過
去
の
戦
乱
で
血
に
染
ま
っ
た
嫉
の
錆
つ
い
た
色
を
表
し
て
い
る
。

黒
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
は
灰
の
よ
う
で
あ
り
、
白
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
は
骨

の
よ
う
で
あ
り
、
赤
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
は
丹
砂
の
よ
う
で
あ
る
と
い
う
。
縮
か
な
観
察
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
視
覚
的
認
識
が
、
多
面
的
な

十
字
賀
の
詩
に
お
け
る
「
花
作
骨
」
の
批
評
効
果
と
そ
の
淵
源
(
小
悶
)

九
頁
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ま
る
で
銅
製
の
花
が
開
い
た
よ
う
に
こ
び
り
つ

こ
の
場
合
も
二
字
は
具
体
的
な
可
視
的
次
元
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

と
「
骨
」
が
一
句
中
、
あ
る
い
は
一
聯
の
う
ち
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
李
賀
の
表
現
を
確
認
し
て
き
た
。
二
字
が
一

句
中
に
構
成
さ
れ
た
例
は
、
少
な
く
と
も
李
実
以
前
の
詩
に
は
見
当
た
ら
ず
さ
そ
の
一
点
に
限
っ
て
も
、
陳
其
相
氏
の
指
摘
の
と
お

り
、
李
賀
ら
し
い
創
新
に
富
む
取
り
合
わ
せ
と
な
っ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
二
字
の
組
み
合
わ
せ
が
李
賀
の
独
創
的
な
発

想
な
し
に
は
成
り
立
た
な
か
っ
た
か
と
い
え
ば
、
そ
う
と
い
い
切
る
の
は
早
計
で
あ
る
7
0

む
し
ろ
先
行
す
る
諸
文
献
の
啓
発
な
し
に
は

李
賀
の
独
創
は
伝
達
可
能
な
意
味
の
ま
と
ま
り
と
し
て
成
立
し
え
な
か
っ
た
と
見
る
方
が
、
実
態
に
近
い
で
あ
ろ
う
。
当
該
詩
は
張
徹

と
い
う
特
定
の
対
象
に
向
け
て
詠
じ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
斬
新
な
詩
的
形
象
に
こ
だ
わ
り
つ
つ
も
、
そ
れ
が
意
味
伝
達
に
支

色
彩
表
現
に
よ
っ
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
D

第
二
匂
は
、
厳
に
付
着
し
て
い
る
血
痕
が
、

い
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
「
花
」

障
を
き
た
す
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
と
い
う
側
面
に
、

な
お
さ
ら
意
が
払
わ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

向
時
代
的
な
類
似
テ
ク
ス
ト
と
し
て
は
、
韓
愈
の

「
答
張
徹
」

(
銭
仲
聯
『
韓
昌
家
詩
繋
年
集
釈
』
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
四
、

三
九
六
葉
、

全
一

O
O
句
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。

日
演
塁
策
旧
史

墨
を
潰
し
て
出
史
に
か
鼠
し

ロ
磨
丹
注
前
経

丹
を
磨
き
て
前
経
に
注
す

日
義
苑
手
秘
宝

義
苑

秘
宝
を
手
に
し

は
文
堂
耳
驚
窪

文
堂

驚
震
を
耳
に
す

竹
川
頼
主
(
飽
山
水

其
れ
山
水
に
飽
く
る
に
頼
り
て

河
得
以
娯
鳴
聴

以
て
鳴
聴
を
娯
し
ま
し
む
る
を
得
た
り



乃
紫
樹
雌
斐
一
壁

mω
碧
流
滴
璃
玲

引
山
吹
波
鈍
遠
錦

84 83 82 
1歪愁挿
花、 j穴地
酸酸列
魂骨、長

馨死扉

お
潜
在
絡
実
堺

以

ω
幽
乳
翠
毛
零

紫
樹

離
り
て
斐
翠
た
り

碧

流

滴
し
て
瑞
玲
た
り

波
に
映
じ
て
遠
錦
を
鋪
き

愁ち地

獄t;;
し
て
長
扉
を
列
す

I[歪

花

警酸
五，，!1- rfヨ，

馨i元
しし

潜
在

格
実
堺
け

幽
乳

翠
毛
零
つ

第
十
一
句
か
ら
の
四
句
は
、
学
問
を
す
る
張
徹
の
様
子
を
措
き
、

ま
た
、

文
名
が
鳴
り
響
い
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
第
一
七
十

七
句
以
下
は
、
韓
愈
が
自
に
し
た
山
水
の
景
物
を
点
綴
し
て
い
る
。
な
か
ん
ず
く
、
「
骨
」
と
「
花
」
の
雨
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
第

八
十
三
・
四
匂
は
、
愁
い
を
帯
び
た
猿
が
骨
身
を
傷
ま
せ
て
死
に
、
見
慣
れ
な
い
怪
奇
な
花
は
人
魂
を
傷
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
香
っ
て

い
る
と
い
う
。

当
該
詩
と
同
じ
く
張
徹
に
向
け
て
詠
じ
た
詩
で
あ
る
だ
け
に
、

と

を
一
聯
に
構
成
し
た
表
現
は
見
逃
せ
な
い
。
韓
愈

ま
た
二
字
が
厳
密
な
対
の
関
係
に
あ
る
わ
け
で
も
な
い
た
め
、
当
該
詩
と
短
絡
し
て
は
な
る

「
問
(
同
」

「
花
」

の
用
例
は
詩
歌
評
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、

ま
い
。
し
か
し
、
李
賀
が
韓
愈
門
下
の
一
員
に
数
え
ら
れ
る
点
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
と
も
に
張
徹
と
い
う
特
定
の
対
象
に
向
け
て
の

作
で
あ
る
点
に
鑑
み
れ
ば
、
韓
愈
と
李
賀
が
同
根
の
詩
的
発
想
を
共
有
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
可
能
性
を
否
定
し
切
れ
な
い
の
も
ま
た
、

確
か
で
あ
ろ
う
。
仮
に
修
辞
上
の
影
響
関
係
を
認
め
る
と
す
れ
ば
、
韓
愈
の
詩
が
元
和
元
年
(
八

O
六
)

方
が
韓
愈
か
ら
間
接
的
な
着
想
を
え
て
い
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

の
作
で
あ
る
か
ら
、
李
賀
の

李
賀
の
詩
に
お
け
る
「
花
作
骨
」
の
批
評
効
果
と
そ
の
淵
源
(
小
田
)

頁
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華

と

「骨」

の
共
起

の
二
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
同
時
代
の
類
似
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、
韓
愈
の
詩
を
取
り
上
げ
た
。
た
だ

し
韓
愈
の
用
例
は
詩
歌
評
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
『
詩
ロ
己
や
『
文
心
離
竜
』
と
い
っ
た
麿
代
以
前
の
代
表
的
な
文
学
理
論

書

を

調

査

範

屈

に

含

め

つ

つ

、

と

が

近

接

し

て

用

い

ら

れ

て

い

る

記

述

に

つ

い

て

検

討

を

加

え

前
項
で
は

「花」

と

「問(円」

「
花
」
字
に
準
ず
る

華

と

「間(月」

た
い
。『
詩
口
問
』

「
華
」
と
「
骨
」
を
取
り
合
わ
せ
た
記
事
と
し
て
、
上
口
問
・
曹
植
条
に
次
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
3
0

其
源
出
於
国
風
。
骨
気
奇
高
、
詞
彩
華
茂
。
情
兼
雅
怨
、
体
被
文
質
。
祭
溢
今
古
、
卓
爾
不
群
(
英
一
の
源
は
国
風
に
出
づ
。
骨

詞
彩
は
華
茂
な
り
。
情
は
雅
怨
を
兼
ね
、
体
は
文
質
を
被
る
。
祭
と
し
て
今
古
に
溢
れ
、
卓
爾
と
し
て
群
な

に
お
い
て

気
は
奇
高
に
し
て
、

ら
ず
)
。

「
用
問
」

に
つ
い
て
興
膳
宏
氏
は
、
「
内
面
か
ら
文
学
の
根
源
を
支
え
、
生
き
生
き
と
し
た
生
命
の
い
ぶ
き
を
通
わ
せ
る
精

と
述
べ
て
い
る
よ
。
ま
た
、
同
氏
に
よ
る
次
の
よ
う
な
指
摘
も
当
該
詩
を
理
解
す
る
の
に
役
立
つ
。

・
:
・
曹
植
の
詩
は
、
「
骨
気
」
と
「
認
彩
」
、
「
雅
」
と
「
怨
」
、
「
文
」
と
「
質
」
の
ご
と
く
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
み
て
相
対

的
な
要
素
が
、
相
互
に
排
斥
し
あ
う
の
で
は
な
く
、
補
完
し
あ
い
つ
つ
揮
然
と
融
合
し
き
っ
て
長
所
を
増
幅
し
て
い
る
。
こ
の
均

衡
の
と
れ
た
完
壁
さ
こ
そ
、
彼
の
文
学
を
無
二
の
高
み
に
押
し
上
げ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
(
『
文
学
論
集
』
朝
日
新
聞
社
、

や
「
気
」

神
を
意
味
す
る
」

九
七
二
、

一

O
O
頁
)
四
字
句
中
の
出
現
位
置
を
異
に
し
て
い
る
た
め
、
厳
密
な
意
味
で
の
対
と
な
る
概
念
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、

そ
れ
ぞ
れ
が
詩
の
内
面
性
と
外
面
性
に
関
連
す
る
タ
!
ム
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
見
逃
せ
な
い
。
次
に
引
く
『
文
心
離
竜
』
の

こ
れ
ら
は
、
『
論
語
』
宛
也
篇
に
、
「
子
日
、
質
勝
文
郎
野
、
文
勝
質
則
史
。
文
質
彬
彬
、
然
後
君
子

「ロ{円」

と

華

lま

(
子
日
〈
、
質

記
事
も
含
め
て
、



文
に
勝
て
ば
則
ち
野
、

文

質
に
勝
て
ば
則
ち
史
。

文
質
彬
彬
と
し
て
、
然
る
後
に
君
子
な
り
と
)
」

と
あ
る
、

い
わ
ゆ
る

「
文
質

論
」
に
端
を
発
す
る
伝
統
的
な
思
考
法
に
通
じ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

『
文
心
蹴
竜
』
風
骨
篇
に
は
、

は

当

然

な

が

ら

、

併

せ

て

「

華

」

に

も

節

が

あ

る

ま

然
文
術
多
円
、
各
適
所
好
、
明
者
弗
授
、
学
者
弗
師
。
於
是
習
華
随
修
、
流
遁
忘
反
。
若
能
確
乎
正
式
、
使
文
明
以
健
、
則
風

清
骨
峻
、
篇
体
光
華
(
然
れ
ど
も
文
術
は
円
多
け
れ
ば
、
各
お
の
好
む
所
に
適
い
、
明
者
も
授
け
ず
、
学
者
も
師
あ
ら
ず
。
是
に

於
い
て
華
に
習
い
修
に
随
い
て
、
流
遁
し
て
反
る
を
忘
る
。
若
し
能
く
確
乎
と
し
て
式
を
正
し
、
文
を
し
て
明
ら
か
に
し
て
以
て

則
ち
風
清
く
骨
峻
に
し
て
、
篇
体

「間(円」

及
し
た

健
な
ら
し
む
れ
ば
、

光
華
あ
ら
ん
)
。

風
骨
を
習
得
す
る
た
め
に
は
古
典
に
範
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
創
作
の
手
法
は
数
多
い
た
め
、
必
ず
し
も

機
械
的
に
他
者
に
教
授
し
た
り
、
師
か
ら
伝
授
さ
れ
た
り
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
。
そ
う
し
た
と
き
に
犯
し
て
し
ま
い
が
ち
な
学

習
方
法
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
が
、

「
華
に
習
い
修
に
随
う
」

と
い
う
言
辞
で
あ
る
。

「甚十」

「間(間口」

の
効
力
が
発
揮
さ
れ
て
作
品
、
が
光
り
輝
く
よ
う
に
な
る
、

と
は
華
美
で
装
飾
的
な
文
学
の
謂
で

否
定
的
側
面
を
帯
び
た
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
全
的

正
統
的
な
形
式
を
身
に
着
け
て
、
明
断
剛
健
な
文
を
創
作
す
れ
ば
、

が
あ
る
状
態
に
な
る
と
い
う
よ
う
に
、

「風」

あ
り
、

そ
れ
を
過
度
に
学
習
す
る
こ
と
が
戒
め
ら
れ
る
よ
う
な
、

に
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

す
な
わ
ち

光
華

華

は
し
か
る
べ
く
し
て
体
現
さ
れ
れ
ば
価
値
的
要
素
と
し
て
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

『
文
心
雛
竜
』
風
骨
篇
の
記
事
は
、
詩
歌
創
作
に
関
連
す
る
タ

l
ム
と
し
て
の
「
骨
」
と
「
華
」
と
が
近
接
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る

と
い
う
点
で
、
当
該
詩
の
「
花
作
骨
」
に
潜
在
す
る
発
想
の
淵
源
を
理
解
す
る
の
に
有
益
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
、
二
字
が
当
該
詩
に

お
け
る
よ
う
に
直
接
的
に
結
び
つ
い
て
対
照
を
な
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

華

と
し
ば
し

ば
対
応
す
る
の
は

実

で
あ
る
。

李
賀
の
詩
に
お
け
る
「
花
作
骨
」
の
批
評
効
果
と
そ
の
淵
源
(
小
田
)

頁
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「華」

と

「実」

の
共
起

若
夫
四
言
正
体
、

則
雅
潤
為
本
、 の
用
例
か
ら
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。
一
例
と
し
て
明
詩
篇
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
。

則
清
一
麗
居
宗
。
華
実
異
用
、
惟
才
所
安
主
〈
の
四
ニ
一
一
口
の
正
体
の
若
き
は
、
則
ち

五
言
流
調
、

ま
ず
は
引
き
続
き
『
文
心
雌
竜
』

雅
潤
も
て
本
と
為
し
、

五
言
の
流
調
は
、

即
ち
清
一
麗
も
て
宗
に
居
る
。
華
と
実
と
は
用
を
異
に
し
て
、
惟
才
の
安
ん
ず
る
所
な

り
)
。

四
言
詩
と
五
言
詩
が
有
す
る
特
質
の
相
違
に
つ
い
て
述
べ
、

そ
れ
ぞ
れ
作
用
が
異
な
る
こ
と
に
言
及
し
、

そ
の
選
択
は
各
人
の
才
覚

ら
の
要
素
全
て
を
、
換
言
す
れ
ば

「華」

と

実

を
よ
く
体
現
し
た
作
家
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、

の
両
要
素
を
兼
ね
備
え
て
い
る
の
は
、
曹
植
と
王
祭
で
あ
る
と
い
う
。
曹
・
王
の

「雅」

「潤」

「清」

「一麗」

そ
れ

に
帰
せ
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

引
用
に
続
い
て

両
者
は
類
ま
れ
な
万
能
詩
人
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

説
集
校
注
』
中
華
書
局
、

二

O
二二、

七
一
九
頁
)

の
対
比
構
造
は
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
例
え
ば
張
説
「
贈
太
尉
委
公
神
道
、碑
}

(
熊
飛
主
張

唐
人
の
詩
歌
評
に
も
「
華
」

と

実

(
表
行
倹
)
在
選
曹
、

見
防
相
賓
王
・
慮
照
都
・
王
勃
・
楊
畑
、

評
目
、
畑
錐
有
才
名
、

不
過
令
長
。
其
余
華
而
不
実
。
鮮
克
全

畑
は
才
名
有
り
と
錐
も
、
令
長
に
過
ぎ
ず
。
其
の

終
(
選
曹
に
在
り
、

路
賓
王
・
慮
照
湘
・
王
勃
・
楊
畑
を
見
、
評
し
て
臼
く
、

す
く
な

余
は
華
に
し
て
実
な
ら
ず
。
克
く
終
わ
り
を
全
う
す
る
こ
と
鮮
か
ら
ん
と
)
。

「
華
に
し
て
実
な
ら
ず
」
と
い
う
評
価
を
加
え
℃
い
る
。

う
わ
べ
の
華
や
か
さ
と
自
に
見
え
な
い
実
質
を
対
比
的
に
捉
え
る
認
識
構
造
は
、
早
い
時
期
か
ら
見
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
『
春

秋
左
氏
伝
』
文
公
五
年
に
は
、
「
旦
華
市
不
実
、
怨
之
所
緊
也
(
旦
つ
華
に
し
て
実
な
ら
ざ
る
は
、
怨
み
の
衆
ま
る
所
な
り
ご
と
い
う
。

こ
れ
は
南
鼠
が
自
身
の
妻
に
向
か
っ
て
晋
の
楊
処
父
の
気
質
に
つ
い
て
語
っ
た
セ
リ
フ
の
一
部
で
あ
る
。
陽
処
父
は
見
か
け
は
立
派
で

と
見
え
て
い
る
。
路
賓
王
・
慮
照
榔
・
王
勃
の
三
人
に
つ
い
て
、

張
説
は



も
内
実
が
伴
っ
て
お
ら
ず
、

そ
れ
に
よ
っ
て
や
が
て
人
々
の
怨
み
を
か
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
古
く
よ
り
、

華

実
」
は
人
物
を
評
価
す
る
た
め
の
用
語
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
先
に
引
い
た
張
説
が
こ
れ
を
踏
ま
え
て
い
る
の
は
見
や
す
い
。

「
上
考
宏
認
雀
虞
部
室
田
」

(
郡
真
倫
・
岳
珍
校
注
『
韓
愈
文
集
葉
校
築
注
』
中
華
書
局
、

同
じ
く
『
左
伝
』
を
承
け
る
形
で
、
韓
愈
は

三
人
之
中
、

二

O
一
O
、
三

O
七
回
頁
)

行
与
時
君
、

之
を
得
て
、

之
を
退
く
)
。

に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

其
二
人
者
、
国
所
伝
開
失
。
華
実
兼
者
也
。
果
寛
得
之
、
而
又
升
駕
。
其
一
入
者
、
刻
莫
之
間
失
。
実
与
華
違
、

果
寛
退
之
(
三
人
の
中
、
其
の
二
人
の
者
は
、
国
よ
り
伝
聞
す
る
所
な
り
。
華
実
兼
ぬ
る
者
な
り
。
果
た
し
て
お
見
に

又
升
る
。
其
の
一
人
の
者
は
、
即
ち
之
を
聞
く
こ
と
莫
し
。
実
は
華
と
違
い
、
行
い
は
時
と
事
き
、
果
た
し
て
寛
に

こ
れ
は
科
挙
の
受
験
者
に
つ
い
て
の
一
評
言
と
な
っ
て
お
り
、

の
要
素
を
欠
き
、

れ
ぞ
れ
指
し
て
い
る
。

華

は
事
前
の
評
判
、

実

は
合
格
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
実
力
を
そ

「
其
の
一
人
の
者
」
、

実

世
の
趨
勢
と
一
帯
離
し
て
退

(
『
韓
日
田
家
詩
繋
年
集
釈
』

を
有
し
な
が
ら
も

華

つ
ま
り
は

三

O
頁、

全
一

O
匂
)

け
ら
れ
た
と
い
う
の
は
、
韓
愈
自
身
の
こ
と
で
あ
る
。
韓
愈
は

に
お
い
て
は
、

「
元
十
八
協
律
」

を
賛
美
し
て
、

ー
読
書
患
不
多

2
思
義
患
不
明

3
患
足
己
不
学

4
銑
学
患
不
行

6 5 
実、子
大、今
華、四
亦、美
学、回
/1'- アて

「
贈
別
元
十
八
協
律
六
首
」

〈
主
ハ
五
〉

室
田
を
読
み
で
は
多
か
ら
ざ
る
を
患
い

義
を
思
い
て
は
明
ら
か
な
ら
ざ
る
を
患
う

足
れ
り
と
し
て
己
に
学
ば
ざ
る
を
患
い

統
に
学
び
て
は
行
わ
、
ざ
る
を
患
う

子

四
美
具
わ
り

メ〉、
I 

実
大
に
し
て
華
も
亦
た
栄
え
た
り

李
賀
の
詩
に
お
け
る
「
花
作
骨
」
の
批
評
効
果
と
そ
の
淵
源
(
小
田
)

一
五
頁
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。
七

一
大
頁

7
王
官
不
可
関

王
(
呂

開
く
可
か
ら
ず

8
未
宜
後
諸
生

9
嵯
我
擦
南
海

未
だ
宜
し
く
諸
生
に
後
る
べ
か
ら
ず

嵯

我

南

海

に

損

け

ら

れ

ω無
由
助
飛
鳴

飛
鳴
を
助
く
る
に
由
無
し

と
詠
じ
て
い
る
。
読
書
量
は
少
な
く
な
い
か
、

そ
の
意
味
内
容
を
十
分
に
理
解
で
き
て
い
る
か
、

て
い
な
い
か
、
学
習
し
た
成
果
を
行
動
に
反
映
し
て
い
る
か
、
と
い
う
自
己
修
養
に
関
す
る
四
つ
の
美
徳
が
元
十
八
協
律
に
は
備
わ
っ

の
要
素
を
も
「
亦
」
た
v

彼
は

い
た
ず
ら
に
満
足
し
て
学
習
を
怠
つ

て
い
る
と
述
べ
た
上
で
、

そ
う
し
た
確
固
と
し
た
内
実
の
存
在
を
他
者
に
も
一
示
し
う
る
よ
う
な

華

備
え
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
優
先
的
に
備
え
て
お
く
べ
き
資
質
と
し
て
の
位
置
を
認
め
て
い
れ
ば
こ
そ
、

実

の
方
か
ら
ま
ず

lま

「大」

で
あ
る
と
い
う
評
価
を
加
え
、

そ
の
上
で
更
な
る
美
点
と
し
て

「
亦
」
を
添
え
る
形
で

華

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

本
論
で
は
ま
ず
、

一
掴
程
、

張
大
徹
索
贈
詩
、
時
張
初
効
滋
幕
」

に
見
え
て
い
る

「
花
作
骨
」

を
『

A
作

B
」

と
い
う
ヲ
レ
!
ズ
に

一
般
化
し
た
上
で
類
例
と
比
較
し
、
新
た
な
解
釈
を
提
示
し
た
。

あ
る
。

「花」

で
は
な
く
ーー「

メヨ，
円
L_  

に
重
点
を
置
い
て
一
訳
出
す
る
の
が
穏
当
で

「花」

ル」

「
骨
」
が
取
り
合
わ
せ
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、

華

実

と

「
風
・
骨
」

と
い
う
二
種
類
の
批
評
用
語
を
織
り
交

張
徹
の
詩
が
真
に
文
学
的
な
高
み
に
も
到
達

ぜ
た
表
現
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。

猟
官
に
役
立
つ
実
際
的
な
効
用
を
具
え
つ
つ
も
、



そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
い
る
価
値
の
範
鳴
を
混
浴
す
る
こ
と
で
、
詩
歌
へ
の

評
価
と
人
格
の
賛
美
を
兼
ね
備
え
た
表
現
へ
と
練
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
読
み
手
に
と
っ
て
は
、
先
に
引
い
た
『
李
賀

詩
歌
賞
析
集
』
に
お
い
て
陳
其
相
氏
が
、
「
這
里
、
詩
人
把
比
喰
同
奇
特
的
想
象
・
精
巧
的
構
思
・
創
新
的
語
二
一
一
口
、
巧
妙
地
化
合
在
一

起
、
構
成
一
種
全
新
的
意
境
」
と
述
べ
て
い
た
と
お
り
、
表
現
上
の
新
味
を
感
じ
さ
せ
る
措
辞
と
な
り
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
表
現
が
成
立
し
た
背
景
に
は
、
押
韻
の
関
係
に
よ
っ
て
や
む
を
え
ず
し
て
な
さ
れ
た
字
句
の
選
択
ヱ
。
や
、
眼
前
の
個
人
に

し
て
い
る
こ
と
を
、

李
賀
は
詠
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

対
し
て

華
実

の
語
を
用
い
な
が
ら
批
評
す
る
の
が
は
ば
か
ら
れ
た
こ
て

と
い
っ
た
消
極
的
な
理
由
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し

そ
れ
と
同
時
に
、

固
定
的
な
意
味
範
鳴
を
構
成
す
る
既
成
の
批
評
用
語
を
織
り
交
ぜ
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
、

や
は
り
李
賀
の
独
自
性
を

認
め
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
嵐
」

一「

kヨ，
円
しー一

華

実

は
も
と
を
正
せ
ば
そ
れ
ぞ
れ
実
際
の
事
物
を
指
し
示
す
語
で
あ
る
が
、

「
風
・
骨
」

華

実

と
い
う

よ
う
に
批
評
用
語
と
し
て
二
字
ど
う
し
が
結
び
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
に
際
し
て
は
、
各
字
の
抽
象
義
が
連
想
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。
李
賀
は
人
物
と
文
学
に
関
連
す
る
二
種
の
批
評
用
語
を
織
り
交
ぜ
る
こ
と
で
、

性
を
浮
き
上
が
ら
せ
た
。

華

で
は
な
く

「
花
」

そ
れ
ぞ
れ
の
語
が
本
来
的
に
所
有
し
て
い
る
具
象

を
用
い
て
い
る
の
も
そ
う
し
た
意
識
の
反
映
と
見
な
せ
る
か
も
し
れ
な
い
2
M
O

国

定
的
な
批
評
用
語
の
範
曙
を
混
請
さ
せ
る
こ
と
で
視
覚
的
イ
メ

i
ジ
が
立
ち
上
が
り
、

「
花
作
骨
」

と
い
う
措
辞
は
抽
象
的
な
観
念
に

百
回
ハ
、
A

h

E

明、、

A
I刀
f

生
き
生
き
と
し
た
新
鮮
な
印
象
を
与
え
う
る
表
現
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

ヱ
以
下
、
「
当
該
詩
」
と
記
す
。

d
張
徹
の
詩
は
、
『
全
麿
詩
』
に
徴
す
る
限
り
、
韓
愈
・
張
籍
・
孟
郊
と
の
合
作
で
あ
る
「
会
合
聯
句
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
七
九
二
中
の
、
「
愁
去
劇
箭
飛
、

歓
来
若
泉
涌
」
、
「
馬
辞
虎
豹
怒
、
舟
山
山
鮫
韓
恐
」
と
い
う
四
匂
が
自
賭
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

よ
王
埼
は
こ
の
句
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
吋
磁
石
篇
古
辞
』
日
、
『
神
亀
雄
寿
、
猶
有
寛
時
。
騰
蛇
乗
一
霧
、
終
為
土
灰
』
。
此
詩
後
六
句
全

李
賀
の
詩
に
お
け
る
「
花
作
骨
」
の
批
評
効
果
と
そ
の
淵
源
(
小
回
)

一
七
頁



筑
波
中
国
文
化
論
叢

第
三
十
六
号

。
七

一
八
頁

用
其
語
。

背
有
八
卦
、

邪
鱗
頑
甲
、

指
亀
而
言
也
。

而
上
下
不
露
一
亀
字
、

何
乃
晦
渋
至
此
。
其
間
似
有
説
欠
。
郭
茂
情
『
楽
府
詩
集
』
本
作
『
千
年
重

化
玉
井

亀

従
蛇
作
亀
二
千
載
』

一
本
作
『
千
年
霊
化
玉
井
亀

玉
井
亀

二
千
載
』
云
云
。
按
上
文
時
字
只
一
韻
、
今
以
亀
字
聯
上
作
二
韻
‘
一
似
属

よ
李
賀
の

「
緑
章
封
事
」

『
譲
住
』
三

O
六
頁
] 内
容
・
押
韻
の
両
面
か
ら
し
て
自
然
な
よ
う
で
は
あ
る
が
、

短
衣
小
冠
作
塵
土
」
と
あ
る
の
は
、
こ
こ
で
は
『
婆
注
』
一
に
従
っ
て
お
く
。

可
従
」
。
確
か
に

「
亀
」
字
が
あ
る
方
、が
、

「
虚
空
風
気
不
清
冷
、

フ
レ
ー
ズ
の

B
に
当
た
る
部
分
に

「土」

を
構
成
要
素
と
す
る

「
塵
土
」
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
点
で

「
払
舞
歌
辞
」

に
準
じ
る
用
例
と
な
っ
て
い
る
。

よ
「
柁
H
」

を

「遺」

-¥コ
ーー「

官ヲ
オて
」ーー

に
作
る
版
本
も
あ
る
が
、

野
原
康
宏

『
李
賀
詩
集
校
本
』
(
艇
風
の
会
、

二

O
一
四
)

が
底
本
と
す
る

「
宣
城
本
」

に
従
う
て

お
く
。

襲
美
酒
中
十
一
一誠

(
『
全
唐
詩
』
巻
六
一
三
)

「
春
疑
浸
花
骨
、
暮
若
酎
雲
族
」
、
斉
己

(
八
六
四

i
九
三
八
V

に
用
例
、
が
あ
る
。

「
空
林
葉
尽
蜂
来
郡
‘
鹿
骨
花
生
戦
後
村
」
-
、
陸
亀
蒙
「
泰
和

よ
李
賀
以
降
の
唐
代
の
詩
人
と
し
て
は

皮
日
休

(
八
三
回
っ
・
1
八
八
一
二
)
・
陸
亀
蒙
(
?
1
八
八
一
?
)
・
斉
己

具
体
的
に

は

皮
日
休

「
泰
和
魯
望
徐
方
平
後
間
赦
次
韻
」

「
春
色
湿
僧
巾
履
紙
、 〈
泊
泉
〉
(
『
全
唐
詩
』
巻
六
二

O
)

松
花
泊
鶴
骨
毛
香
」
と
見
え
て
い
る
。

「
寄
道
林
寺
諸
友
」

(
『
全
唐
詩
』
巻
八
四
郎
〕

い
ず
れ
も
詩
歌
評
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

三
詩
人
と
も
に
李
賀
に
言
及
し
た

詩
文
を
残
し
て
い
る
点
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
陸
亀
蒙
は

「書
李
賀
小
伝
後
」

(
『
唐
甫
里
先
生
文
集
』
巻
一
人
)

を
記
し
て
い
る
し
、
皮
日
休
は

「
劉
秦

強
碑
」

(
『
皮
子
文
薮
』
巻
四
)

に
お
い
て

「
有
与
十
字
賀
同
時
者
劉
棄
強
駕
、
先
生
姓
劉
氏
、

名
言
史
、

不
詳
其
郷
里
、

所
有
歌
詩
千
首
、
其
美
一
躍
恢
勝
、

自
賀
外
、

廿
一
白
さ
日
守
主
一

t寸
1

・吋
VE-
-
J

ノ，
A
l

trlB'
」

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
斉
己
は
李
賀
の
名
自
体
を
複
数
の
詩
に
詠
じ
て
お
り
、

「
読
李
賀
歌
集
」

(
『
全
膚
詩
』
巻
八
四
七
)
と

題
す
る
作
品
も
あ
る
。

「花

と

「
血
管
内
」

を
一
句
に
構
成
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、

三
人
の
詩
人
に
対
す
る
李
賀
の
直
接
的
な
影
響
が
認
め
ら
れ
る
と
は
い

え
な
い

か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
偶
然
の
一
致
と
し
て
等
閑
視
す
べ
き
で
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
た
め
、

こ
こ
に
付
記
し
て
お
く
。

コ
引
用
は
曲
目
旭
『
詩
品
集
注
』
(
上
海
古
籍
出
版
社

一
九
九
四

に
よ
る
。

長
∞
『
文
学
論
集
』
朝
日
新
聞
社

一
九
七
二
、

九
九
頁
。

ぷ
引
用
は
愈
鋲
『
文
心
雌
竜
義
証
』
(
上
海
古
籍
出
版
社

一
九
八
九
)

に
よ
る
。

ヱC
『
広
韻
』
に
よ
れ
ば

「

日

宵

」

と
当
該
詩
第
四
句
末
の

「
ル
勿

は
入
声
第
十

没
韻
で
あ
る
。

実

は
入
声
第
五
質
韻
で
あ
る
。



三
日
前
節
で
引
い
た
韓
愈
「
上
考
功
雀
虞
部
書
」

に
描
か
れ
て
い
る

華
実

を
兼
備
し
た
人
物
が
、
世
渡
り
に
不
器
用
な
韓
愈
自
身
と
比
較
さ
れ
る
こ
と
で
、

結
果
と
し
て
打
算
的
な
一
面
が
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
の
が
、

そ
の
傍
証
と
な
ろ
う
。

ま
た
、

李
賀
自
身
「
出
城
別
張
又
新
酬
李
漢
」

(
吋
築

注
』
四
五
回
頁
)

「
欲
使
十
千
歳
、
帝
道
如
飛
神
。
華
実
自
蒼
老
、
流
来
長
傾
温
」

と
詠
じ
て
お
り
、

華
実

の
句
は
、
鈴
木
虎
雄
氏
に
従
え
ば
人

物
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
と
見
な
せ
る
の
で
あ
る
が
、

あ
っ
て
、
特
定
の
個
人
に
言
及
し
た
も
の
で
は
な
い
。

こ
れ
は
帝
王
に
よ
る
思
沢
の
広
が
り
に
よ
っ
て
人
々
が

「
華
実
」

の
兼
備
者
と
な
る
と
い
う
の
で

ヱM
「+化」

と

の
差
異
に
つ
い
て
は

山
崎
み
ど
り

「

『

花

』

と

『

華

』

i

i
詩
的
イ
メ
ー
ジ
の
差
異
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」

(
『
中
国
詩
文
論
叢
』
第

号

一
九
八
三
)
が
文
献
的
な
根
拠
を
挙
げ
な
が
ら
考
察
を
加
え
て
い
る
。

両
字
は
と
も
に
植
物
の
は
な
を
指
す
点
で
共
通
す
る
が
、

華

は
抽
象

的
な
意
味
合
い
が
強
い
と
い
う
。

は
な
に
限
ら
ず
、
美
し
い
も
の
を
指
す
場
合
に

「
華
」
が
用
い
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

(
若
渓
学
園
中
学
校
高
等
学
校
・

筑
波
大
学
大
学
続
人
文
社
会
科
学
研
究
科
博
士
課
程
)

李
賀
の
詩
に
お
け
る
「
花
作
骨
」
の
批
評
効
果
と
そ
の
淵
源
(
小
田
)

一
九
頁
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